
国際理解学習プラン実施申込書 

令和 6 年  月  日 

一般財団法人 岡山県国際交流協会 

代表理事  野﨑 泰彦 殿 

団体名                   

 

代表者                   

                         (〒      ) 

所在地   

                      

 

TEL                     

 

下記のとおり令和 6 年度国際理解学習プランを実施したいので、関係書類を添えて申し込みます。 

 

記 

１ 学習プラン名 

学習プラン名 

 

 

２ 連絡責任者 

 

職名・氏名                         

 

（〒  －    ） 

住所                                       

    

TEL                       

 

FAX                       

 

E-mail                      

 

３ 実施教育機関募集資料に掲載する連絡先 

  ※記載の情報は協会ホームページ、協会 Twitter、Facebook、Instagram でも公開されます。 

E-mail アドレス（必須）  

電話番号（任意）   



４ 学習プランの実施計画 

名   称  

対象とする教育課程 小  ・  中  ・  高  （     学年以上） 

実施時限数      時限  （但し、1 時限は    分間） 

1 回の授業の対象人数  

内   容 

（時限ごとに簡潔にまとめて

書き、実施要項案・教材見本(写

真)などあれば添付してくださ

い） 

 

（記入例別添） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師派遣予定人数 1 校あたり、    名 

学校が準備しなければ 

ならない機材・設備 

 

 

学習のねらい及び 

期待される成果 

 

 

 

 

 

 

 

※ 欄内に記入しきれない場合は、別紙として添付してください。 



５ 支出予算 

Ⅰ 学習プラン教材作成費 

科目 項目 算出根拠（積算） 小計（円） 科目合計（円） 

教材作成費 材料･消耗品費  
 

 

印刷費  
 

賃借料･運搬費  
 

  
 

学習プラン教材作成費 合計（Ⅰ）   

 

Ⅱ 学習プラン実施運営費 

1 校あたりの実施に係る経費見積を記入のこと 

科目 項目 算出根拠（積算） 小計（円） 科目合計（円） 

講師派遣経費 講師・スタッフ 

派遣料（謝金) 

 

 

 

 

 

 

講師旅費 

 

※欄内に記入し

きれない場合は、

別紙として添付

してください。 

 

ＪＲ等利用の場合： 
（最寄り駅、人数、回数等をご記入ください） 

 

 

 

自家用車使用の場合： 
（居住地、台数、回数等をご記入ください） 

 

 

 

※自家用車使用の場合、25 円/km として計算す

る。高速道路利用料金は領収書により実費精

算。 

(協会記入欄) 

運営経費 ボランティア
保険料 

  

 事務通信費 明細の記載不要 
（電話郵券代、打合せ時雑費等） 1,000 

   

学習プラン実施運営費 合計（Ⅱ）   

 

※ I、Ⅱとも、算出根拠欄には、項目ごとに、単価・員数・回数等の積算がわかるように記入し

てください。 

※ 各項目には、消費税を含んだ金額を記入してください。 



別添 記入例 学習プランの実施計画 

名   称 あなたは多数派？少数派？共に生きる仲間として 

対象となる学校・学年 小  ・  中  ・  高    （ １学年以上） 

実施時限数    ３時限  （但し、1 時限は 45 分間） 

1 回の授業の対象人数 1 クラス（30～40 人程度） 

内   容 

（時限ごとに簡潔にまとめて書

き、実施要項案・教材見本(写真)

などあれば添付してください） 

 

 

第１時限・・・部屋の四隅（ゲーム） 

        設問に対し、4 つの選択肢の中から回答を選び、

会場の中を移動してグループに分かれる。 

色別シールで仲間分け（ゲーム） 

         声を出さないで意思疎通を図りながら、自分に

は見えない場所に貼られたシールの色別にグル

ープを作る。グループ分けの後、感想を述べ合

い、意思疎通のできないもどかしさや少数派に

なったときの気持ちを振り返る。  

第２時限・・・後出しじゃんけん（ゲーム） 

         通常とは異なり、後出しで必ず負けるようにじ

ゃんけんすることを通じて、「競争に勝つ」こと

の固定観念と意識化のあり方を考える。 

       多数派・少数派ゲーム 

         配られたカードの指示に従い行動するが、一部

のカードは他のカードと異なる指示が書かれて

おり、少数派になっている。ゲームで遊んだ後、

感じたことや気づいたことを皆で共有する。 

第３時限・・・ちがいのちがい（ゲーム） 

         グループに分かれて相談しながら、カードに書

かれている事柄を、「あってよい違い」と「あっ

てはならない違い」の２つに分ける。その後、

全体で意見を共有し、振り返る。       

講師派遣予定人数 1 校あたり ３ 名 （1 時限に各 1 名） 

学校が準備しなければ 

ならない機材・設備 
特になし 

学習のねらい及び 

期待される成果 

日常見過ごしがちな「人権・差別」「固定観念」「多数派で

いることの優越感、安定感」「少数派の不安感、孤立感」な

どについて、簡単なゲームやアクティビティによる体験を

通じて、自ら考え、さらにクラスで意見を共有することに

より、「多文化共生」について理解を深める。 

 


